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研究成果の概要（和文）：下肢静脈瘤は、加齢とともに有病率が高まり、下肢諸症状から生活の質や労働生産性
低下させる。本研究では、Shimane CoHRE Studyの調査基盤を活用し、島根県中山間地域に居住する中高年を対
象として、厳密なエコー検査を用いた下肢静脈瘤の疫学調査を行うことにより、下肢静脈瘤の対応策を講じるこ
とを目的とした。成果として、加齢、立ち仕事の中でも立位で動きの少ない立ち仕事、家族歴、性別（女性）お
よび生活習慣（喫煙やアルコール摂取）が下肢静脈瘤の罹患と関連することを解明した。スウェーデンとの共同
研究により、家族歴には、遺伝的要因のみならず家族を取り巻く生活環境が影響することを見出した。

研究成果の概要（英文）：Varicose veins (VVs) increase in prevalence with age. Leg symptoms caused by
 VVs affect quality of life and labor productivity. However, less information is available. In this 
study, we conducted an epidemiological survey of VVs using an echo equipment for elderly people 
using the research base of the Shimane CoHRE Study. We have clarified that standing work with low 
movement, family history, gender (female) and lifestyle are associated with the occurrence of VVs in
 lower extremities.  We further conducted to determine the familial aggregation of VVs from the 
point of genetic and environmental factor using adoptees model of Swedish Nation-wide database.  The
 effect of genetic factor was confirmed and we further found the additive effect of familial 
environmental factor. These results are of worth for the future prevention strategy of VVs. In 
Japan, where we are in the age of a super-aging society, our research may contribute the maintenance
 of health in the lower extremities.

研究分野： 皮膚科学、疫学

キーワード： 下肢静脈瘤　Shimane CoHRE Study　生活習慣　中山間地域　疫学調査

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、下肢静脈瘤の診療に携わる臨床現場への提言を可能とするものであり、治療を受ける患者や患者
家族のみならず、下肢静脈瘤の予防の観点から下肢静脈瘤予備軍に対しても利益をもたらすものである。また、
生活環境要因の解明による下肢静脈瘤予防戦略の構築により、下肢静脈瘤罹患者の再発予防の観点からも重要な
知見を得ることが出来た。健康寿命の延伸を図る我が国において、下肢に着目した健康維持は重要と考えられ、
その社会的意義は極めて大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 下肢静脈瘤は、重症化すると湿疹や潰瘍などの皮膚症状をきたすことから、皮膚科に
おいても把握する必要があり、近年注目されている。下肢静脈瘤の罹患者では、むくみや夕
方の重だるさ等の慢性症状ゆえに、生活の質（Quality of life: QoL）が低下し、さらには、
労働生産性が低下する。ヨーロッパの研究では、下肢静脈瘤が、深部静脈血栓とそれに起因
する肺塞栓症のリスクを高めることが報告されており、こうした観点からも、注意すべき疾
患と言える。 
 下肢静脈瘤は、他の生活習慣病がそうであるように、遺伝要因および生活環境要因に
より規定されると考えられている。しかしながら、本邦において、疫学的アプローチからの
研究報告は少なく、下肢静脈瘤の包括的な解明はなされていない。このため、先行研究にお
ける知見が乏しく、効果的な予防法のあり方を検討するための情報も十分でない。 
 申請者は、島根大学が実施する「地域疫学調査基盤（Shimane CoHRE Study）」を活
用して約 380 名に超音波エコー検査を実施し、静脈瘤を厳密に診断して、下肢静脈瘤と立ち
仕事や肥満等の生活環境要因との関連を解明してきた。本調査により、地域高齢者の下肢静
脈瘤の有病率は約 20％であることが示された。また、下肢静脈瘤と関連する要因として、加
齢、立位の立仕事（5 時間以上）、肥満（Body mass index: BMI 25 以上）、性別（女性）を
確認し得て論文報告してきた。本申請では、上記研究をさらに深める。 
 我々は、下肢静脈瘤の予防戦略を確立する上で、先ずは十分な現状把握を行うことが
重要と考えた。加えて、下肢静脈瘤に影響する遺伝要因、生活環境要因を明確にし、エビデ
ンスに基づいた対策を講じることを念頭に本研究を実施した。 
 

２．研究の目的 
 下肢静脈瘤の発症に強固に関連する遺伝要因に加えて、生活環境要因の違いを明らか
にできれば、疾患の予防法の開発につながるエビデンスが得られる。そこで、本研究では、
下肢静脈瘤の遺伝要因を明確にし、さらに生活環境要因を含めた下肢静脈瘤のリスクを包括
的に解明することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）下肢静脈瘤の現状把握（Shimane CoHRE Study） 

 下肢静脈瘤の実態把握を行うため、島根大学が自治体と共同で実施する持続的疫学調
査基盤である Shimane CoHRE Study の調査基盤を活用して、約 1,000 名の対象者に対して
下肢静脈瘤の厳密なエコー検査を行った。併せて、健康調査の基礎的事項（性別、年齢、身
⾧、体重、地域、既往歴等）に加えて、下肢静脈瘤に関連する生活環境要因（立ち仕事歴、
飲酒、喫煙などの生活習慣）、下肢静脈瘤の家族歴などについて、丁寧な問診を行った。 
 

（２）下肢静脈瘤の遺伝要因と生活環境要因の関連性の解明（スウェーデン養子研究） 
 下肢静脈瘤の遺伝要因と生活環境要因の関連性を解明するため、申請者らは、共同研
究施設の、Bengt Zöller 博士ら（Lund University, Sweden）とともに、下肢静脈瘤の要因を
包括的に解明する取り組みを開始した。スウェーデンの国民調査基盤より抽出した養子デー
タを活用し、下肢静脈瘤を発症した養子およびその実父母、養父母の下肢静脈瘤の発症数を
抽出し、遺伝要因と環境要因の観点から、下肢静脈瘤の標準化罹病率を算出した。 

 
４．研究成果 
（１）下肢静脈瘤の現状把握（Shimane CoHRE Study） 

 島根県中山間地域に居住する高齢者（平均年齢 70 歳）における下肢静脈瘤の有病率
は、先行研究と同様に女性に多く、男性で 14％（61 名/436 名）、女性で 22.7%（142 名/625
名）であり、全体では 18.8%（203 名/1080 名）であった。要因解析においては、加齢によ
る影響、立位の立ち仕事による影響が確認され、これらの要因が強固に下肢静脈瘤と関連す
ることが示された。BMI については、やせ型（BMI 18.5 未満）、普通体重（BMI 18.5-24.9）、
肥満の順で段階的にオッズ比の高まりが見られ、やせ型では下肢静脈瘤になりにくい事が示
された。さらには、飲酒、喫煙などの要因を加味した解析において、下肢静脈瘤と飲酒の間
に関連が示され、さらに、飲酒量の多いグループでは喫煙の影響もみられた。これら研究成
果については現在論文投稿中である。 

 
（２）下肢静脈瘤の遺伝要因と生活環境要因の関連性の解明（スウェーデン養子研究） 

 スウェーデンの国民調査基盤より抽出した養子データベースを活用して、下肢静脈瘤
のリスクとして強固に確立されている家族歴（遺伝要因と家族内の生活環境要因の両作用）
を遺伝要因（実父母の罹患比）、生活環境要因（養父母の罹患比）、遺伝+生活環境要因（実・
養父母の罹患比）の観点から詳細に検討した（図１）。その結果、下肢静脈瘤の罹患には遺
伝要因が有意に影響し（標準化罹患比 2.21 倍、図 1―項目 2）、なおかつ生活環境要因の修
飾効果がある（標準化罹患比 4.58 倍、図 1―項目４）ことを見い出した（論文 2）。 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．養子の実父母、養父母
の下肢静脈瘤罹病比（対照：
１、実父母、養父母ともに下
肢静脈瘤のない養子） 
 
  

 
 本研究においては、上記結果 1 に示すように、本邦の中山間地域に居住する高齢者に
おいて、下肢静脈瘤の有病率は 18.8％と高く、5-6 名に 1 人の割合で下肢静脈に逆流を持つ対
象者が存在することが示された。先行研究では、エコー検査による本邦の中高年（50-60 歳代）
における有病率が約 11％との報告があり、本調査結果と合わせて、下肢静脈瘤が加齢とともに
有病率の高まる疾患であることが確認された。要因解析により、生活習慣の影響が明らかとな
ったことから、予防法を考案するために、極めて有用なエビデンスが得られたと言える。 
 さらには、上記結果 2 に示すように、スウェーデン国民調査データを用いた養子研究
の成果から、下肢静脈瘤には、家族内に集積した生活環境要因による修飾効果が強く存在する
ことが示された。下肢静脈瘤は、先行研究において遺伝要因の強固な影響が知られ、また、有
病率が高く古くから認知されてきた疾患であるために、一般的にも遺伝要因の影響が強いと考
えられてきた。このため、スウェーデンの国民調査より抽出した養子データを活用した家族研
究において、生活環境要因の影響の強さを明示した本研究成果は、下肢静脈瘤の予防戦略上極
めて重要であり、上記結果１で明確にした下肢静脈瘤に影響する生活環境要因を加味すること
で、下肢静脈瘤の予防戦略の構築に資する本研究の重要な成果となったと言える。 
 上記研究成果を日常臨床に適用するためには、対象者の生活習慣に加えて、家族歴（遺
伝要因のみならず家族をとりまく環境、例えば生活習慣や仕事歴）について把握し、下肢静脈
瘤の予防を考慮した生活習慣の見直しを図ることが重要であると考えられる。特に、下肢静脈
瘤の素因（家族歴）がある上に立ち仕事が多い、肥満がある、といった高リスク者や再発懸念
者に対して、こうしたエビデンスに基づいた生活指導に役立てることが可能である。 
 超高齢化社会を迎える現代社会において、健康寿命の延伸は社会課題である。こうし
た中で、シニア世代でも働くことが求められ、また、働きたいと考える人が増加している。下
肢静脈瘤は、不可逆的な弁破壊を伴い、緩徐に進展する疾患であるため、加齢に伴い有病率が
増加する。目視可能な下肢静脈瘤でも、初期には自覚症状を伴わないことが多く、加齢ととも
に自覚症状が生じるといったエピソードがよく聞かれる。高齢者において、下肢静脈瘤の自覚
症状（むくみ、重だるさ、疼痛、湿疹、浮腫等）が生じているものの、それとは知らずに QoL
の低下を来たす状態が生じ、ひいては労働生産性にも影響する状態が生じていると考えられる。
下肢静脈瘤の自覚症状の改善に最も寄与するのは手術療法であるが、本研究成果のエビデンス
に基づいて下肢静脈瘤の予防を行うことが出来れば、自覚症状出現の予防にも繋がり、労働生
産性向上にも寄与すると考えられる。古来、老化は足からなどと言われるが、人の生活の基本
動作は二足歩行を伴うため、どの年齢層においても、日常のあらゆる場面において下肢の健康
維持は関心課題であると言えよう。下肢に不快な症状があると、日常生活に影響があることは
想像に難くない。その予防戦略の確立に資する本研究成果は、健康寿命の延伸を図る我が国に
おいて、社会疫学的観点からも重要であると考えられる。 
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